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2021年 10月 9 日
ねん がつ ここの か

年間第 28主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

｢善い先生」と呼びかけ、イエスのもとにひざまずいた人物は、忠実に掟を守る正しい生
よ せんせい よ じんぶつ ちゅうじつ おきて まも ただ い

き方をする人だったのでしょう。マルコ福音は、イエスから基本となる掟を教示され
かた ひと ふくいん き ほん おきて きょう じ

たこの人が、「そういうことはみな、子どもの時から守ってきました」と応えた様を記し、彼
ひと とき まも こた さま しる かれ

の正しさを強 調します。イエスもその事実自体を否定はせず、しかしそこには欠けて
ただ きょうちょう じ じつ じ たい ひ てい か

いることがあると指摘しています。
し てき

この正しい人に欠けていたのは、一体何だったのでしょうか。イエスは、二つのことを問
ただ ひと か いったいなに ふた と

いかけ、求められます。まず第一に、たくさんの財産を持っていたこの人に、すべてを売
もと だいいち ざいさん も ひと う

り払い、貧しい人たちに施しをすることを求め、さらに加えて第二に、｢わたしに従い
はら まず ひと ほどこ もと くわ だい に したが

なさい」と、イエスとともに歩むことを求めます。そしてこの二つこそ、掟を守る正し
あゆ もと ふた おきて まも ただ

いこの人に欠けている事柄であります。
ひと か ことがら

すなわち、第一に彼の正しさは、神の掟を忠実に守っているところにあるのですが、
だいいち かれ ただ かみ おきて ちゅうじつ まも

そもそも掟は何のために守るのか。掟とは、神が求められるいのちの生き方に、わた
おきて なん まも おきて かみ もと い かた

したちが忠実であるために与えられた道しるべです。掟は、それを守ることを目的と
ちゅうじつ あた みち おきて まも もくてき

して与えられているのではなく、守ることによって具体的にどのような生き方が実現す
あた まも ぐ たいてき い かた じつげん

るのかが問題です。
もんだい

仮に掟を完璧に守っているのであれば、それを実際の行動として具体的に生きているの
かり おきて かんぺき まも じっさい こうどう ぐ たいてき い

かどうかが問われることになります。イエスがここで指摘する、｢貧しい人々に施す｣行為
と し てき まず ひとびと ほどこ こう い

は、神の求める生き方であり、具体的には助けを必要としている人、一人ひとりのうち
かみ もと い かた ぐ たいてき たす ひつよう ひと いちひと

におられる神を見いだし、ともに歩もうとする愛の具現化です。神に喜ばれるその生き方
かみ み あゆ あい ぐ げん か かみ よろこ い かた

は、天に宝を積むことでもあります。
てん たから つ

さらにイエスは、神に従うという決断が欠けていることを指摘します。掟を守ること
かみ したが けつだん か し てき おきて まも

が神が求める生き方をすることであるならば、それはすなわち全身全霊を持って神に従
かみ もと い かた ぜんしんぜんれい も かみ したが
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う決断をすることへとつながります。中途半端な信仰ではなく、すべてを賭けた決断を
けつだん ちゅう と はん ぱ しんこう か けつだん

イエスは求めます。
もと

知恵の書は、どのような財宝よりも優れている知恵について語ります。知恵と賢明さは、
ち え しょ ざいほう すぐ ち え かた ち え けんめい

わたしたちを神の求める生き方へと導く手立てであり、加えて知恵は｢すべての善」と
かみ もと い かた みちび て だ くわ ち え ぜん

ともにあると知恵の書は記します。神に従うという徹底的な決断をするためには、善と
ち え しょ しる かみ したが てっていてき けつだん ぜん

ともにある知恵と賢明さが必要です。
ち え けんめい ひつよう

ヘブライ人の手紙も、同様に、生きている｢神の言葉」は、「心の思いや考えを見分け
じん て がみ どうよう い かみ こと ば こころ おも かんが み わ

ることが出来」る力があると記します。わたしたちの善に従う決断のために必要なの
で き ちから しる ぜん したが けつだん ひつよう

は、神の知恵、そして賢明さ、それをもたらす神の言葉であって、この世の成功や富で
かみ ち え けんめい かみ こと ば よ せいこう とみ

はありません。

ところで 2023年秋に開催される世界代表司教会議（シノドス）は、世界中の教区に属
ねんあき かいさい せ かいだいひょう し きょうかい ぎ せ かいじゅう きょう く ぞく

するすべての人をともに、本日その歩みを始めます。それぞれの教区での歩みは来週
ひと ほんじつ あゆ はじ きょう く あゆ らいしゅう

から始まりますが、教皇様は 10月 9 日と 10日に、シノドスのプロセス開始を告げられ
はじ きょうこうさま がつ ここの か と う か かい し つ

ます。

テーマは、「ともに歩む教会のため―交わり、参加、そして宣教」と定められています。
あゆ きょうかい まじ さん か せんきょう さだ

前回の通常シノドス閉幕にあたり、教皇様は、「傾聴というこの基本的な手だてを通
ぜんかい つうじょう へいまく きょうこうさま けいちょう き ほんてき て とお

して、わたしたちは現実を解釈し、現代のしるしを把握しようとしました。そして、み
げんじつ かいしゃく げんだい は あく

ことばと聖霊の光のもとに、「共同体としての識別」が行われました」と述べておら
せいれい ひかり きょうどうたい しきべつ おこな の

れます。今こそわたしたちに、教会全体に、知恵と賢明さが必要です。生きている神の言葉
いま きょうかいぜんたい ち え けんめい ひつよう い かみ こと ば

に促されて、教会共同体の識別が賢明に行われるように祈るとともに、神の呼びか
うなが きょうかいきょうどうたい しきべつ けんめい おこな いの かみ よ

けに全身全霊を持って徹底的に従うことが出来るように、知恵と賢明さと信仰における
ぜんしんぜんれい も てっていてき したが で き ち え けんめい しんこう

勇気を願いましょう。
ゆう き ねが


